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大和茶・大和野菜の
彩りドレッシング

新品種「古都華」 電動運搬車の開発



富有

刀根早生

昭和62年(1987年）
全国第２位の柿産地 奈良県に奉職

柿紅葉の長期保存技術の開発
紅葉生産技術の開発

柿の糖蜜漬 奈良式柿タンニンの開発



※製造・熟成に3年！

伝統的な柿タンニン製剤「柿渋」

柿渋染め 傘 漁網 一閑張

酒造の澱落とし
絞り袋
民間薬など

○平安時代からの主な用途

様々な

健康機能性
が注目されている

原料
専用品種・夏の未熟果実

○発酵を用いた伝統製法



特許第4500078（平成22年）
柿タンニンの抽出方法、及びこの方法で抽出された柿タンニン

○果実採取から抽出まで２週間以内

○品種・ステージを問わず抽出可能

奈良式柿タンニンの迅速抽出法の開発

果実採取

脱渋

果実粉砕

タンニン細胞分離

熱水抽出

タンニン
細胞

「エタノールで脱渋した果実を用いたカキタンニンの迅速な調整法」
園芸学会 2011年度年間優秀論文賞受賞



奈良式柿タンニンの共同研究

○抽出精製技術の開発

○糖の吸収阻害活性（糖尿病対応食品の開発）

○消臭・抗アレルゲン効果の検証

○潰瘍性大腸炎等抗炎症作用の研究

○新型コロナウイルスなど抗ウイルス作用

○木材腐朽菌などに対する抗菌作用 など

共同研究：
大学：近畿大学、奈良県立医科大学、畿央大学、広島大学、京都産業大学

大阪電気通信大学、鹿児島大学、熊本大学、東京農業大学
奈良女子大学など

企業：石井物産(株)、住江織物(株)、(株)マックス、(株)品川工業所
三晃精機(株)、倉敷紡績(株)、(株)中川政七商店、共栄社化学(株)
江崎グリコ(株)、佐々木木工(株)



奈良式柿タンニンの実用化

農商工等連携事業（H21)

ご当地食品開発事業（H28)

大学・民間企業の取り組み（R2)



柿タンニンの普及活動

テレビ出演（NHKあさイチ）

シンポジウムの開催 柿渋染め講習会

雑誌への寄稿・出版


